
 

講演 
「社会教育の輪をむすぶコーディネート力」 

講師 広島経済大学 准教授 志々田まなみ先生 

【概要】 

○コーディネート力は「促進していく力」である。社会教育活動を関係職員だけがやるの

ではなく、地域の人たちにも社会教育を盛り上げてもらう必要がある。 

○社会的な背景の変化を捉えたい。正月からスーパーが営業している。元日にスーパーが

開いているということは、その日、親が家に居ないことである。社会に正月の伝統行事

などを教える雰囲気がなくなっている。便利な反面、社会経済の仕組みが変わり、働き

方や、家庭の在り方も変わってきている。それが子育てにも影響している。 

○社会教育行政の特徴として、ありとあらゆる分野の団体に声をかけることができる。活

動の幅が広く、対象となる人も多い。家庭教育、スポーツ、ボランティア、学校教育な

どと連携を取る時の声かけがしやすい。人づくりは社会教育が最も得意とする分野であ

り、社会教育がリーダーシップを発揮できるとよい。 

○輪を広げるにはコーディネート力が必要。皆の理想を探し、チームをつくり、目的を同

じくすることが大切。 

○「やらんといけん」では楽しくない。協力を得るためにも、周りにきちんと説明するこ

とが大事。例えば、子ども会に加入してほしい時「子ども会は、入って当たり前のもの。

だから加入してください。」ではなく、子ども会に入るメリットを伝えるようにする。 
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 １１月１８日（月）に上記の会を開催しました。「地域の力 大きな未来 ～地域に広げ

よう 社会教育の輪～」というテーマのもと、広島経済大学 教養教育部准教授の志々田

まなみ先生に御講演いただきました。その後、「地域の力を引き出すしかけづくり」という

テーマでワークショップを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講演後のワークショップでは、小グループに分かれ話合いました。

その中で声かけの仕方を学んだり、地域の課題を出し合ったりして

研修を深めました。参加者からは以下のような地域課題があがって

いました。これからの事業展開に向けて大変参考になる研修会でし

た。 
 

 

 

１２月１３日（金） 

 倉吉市公民館研究集会（倉吉交流プラザ） 

１２月２６日（木）～２８日（土） 

 船上山アウトインドアスタディ（船上山少年自然の家） 

魅力ある事業づくり、環境問題、区長や役員を引き受けることができるシステムづくり、子どもや大人が集

まれる場所づくり、若者の参加を増やす方法、地域の人たちだけで考える場づくり、など。 



 

 

 

 

 １２／８（日）琴浦町青年団が歴史講座「伊能忠敬の歩いた琴浦町」を開催されます。実は青年団が主催し

ていることを知らない方が多いのではないでしょうか。そこで、今回は、琴浦町青年団が日頃どのような取組

をしているか紹介したいと思います。団長の湯本祐樹さんにお話を聞きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q 青年団の活動をしてきてよかったことは 

 

人とのつながりができたことがよかったと思いま

す。普段、会えないような人と会え、時にはその人

と仕事をすることがあります。 
 

Q これからの青年団活動へ期待することは 

 

とにかく今ある活動を続けていくことが大切だと思

います。続けていくことで仲間を増やしていくことも

できます。また、主催事業を増やしていき、自分たち

がやりたい事業をやっていきたいです。そのためには
収入のある企画も考えていきたいと思います。 

Q 年間の活動について（例年） 
 
４月に荒神市（神崎神社）でフリ

ーマーケットや餅まきなどをし

ています。スライム作りをした年

もありました。６月には県外研修

（２４年度実施）、８月は白鳳祭

に参加、１０月はふくしまつりで

焼きそば販売のボランティアを

します。１月は成人式のビンゴ大

会、３月には歴史講座、新入団員

勧誘会を開催します。その他に週

に一回程度、定期的に団員でバド

ミントンの練習をしています。そ

の時には団員以外の人を誘って

練習するときもあります。 
 来年の２月には大山でスノー

ボード交流会を開く予定です。 

Q 青年団活動で楽しかった経験は 

 

やはり、活動の後の飲み会です。

他には、あこがれの OB に会うこ

とができ、いろいろな体験談を聞

けたことです。 

Q 琴浦町青年団の団員構成は。 
 
団員は１５名程度、年齢は２３

歳～２９歳、男女比は７：３で

す。 

琴浦町青年団長の湯本祐樹さん 

Q 最後に一言 

 
青年団にはいろいろな可能性

があります。やりたいことも

仲間と一緒にできます。若い

人のやりたいことを先輩団員

が応援してくれるので、是非

一緒に活動しましょう 

船上山さくらまつりの仮装大会 琴浦町芸能発表会への参加 

【今までの活動の様子】 

「琴浦町の歴史を知る講演会」の開催 青年団おそろいの T シャツ 

ふくしまつりでの販売ボランティア活動 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 一家団らん しりとり ～ 

中部教育局 社会教育担当 

電話  0858－23－3253 

FAX   0858－23－5203 

E-mail kishimoto-r@pref.tottori.jp 

【あとがき】 

母屋と離れをつなぐ通路にバナナの皮が１つ、２つ、３つ

ときれいに落ちていました。てっきり小 2 の娘が食べながら

捨てたんだろうと思い、話を聞いたところ、暗がりの目印にな

ると思って置いた、と言いました。理由をしっかり聞いてやる

ことが大事ですね。危うく説教するところでした。（岸本） 

青年団が歴史講座を毎年開催していることを知り、町の事

業「寿大学」と一緒にできないかと湯本さんに共催をお願い

しました。講座を通して、寿大学学級生や参加者にも青年団

の存在と活動を知ってもらえたらと思います。１２月８日

（日）の講座は、町内外を問わず、誰でも参加可能ですので、

皆様の参加をお待ちしています。 

「伊能忠敬の歩いた琴浦町」 

今回、青年団と共に歴史講座を共催する 

琴浦町教育委員社会教育課 

高力圭将さんより 


